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小
都
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に
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け
る
商
居
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の
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成
・
・

'
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一
浮
士
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一
川
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い

W
J
川
良
博
士
谷

事
寸

円
伺
凶

畳
一
町
一
二
怜
斗
り
る
活
貨
枕
縮
性
の
遅
緩
・
ー
・
:
将
例
区
博
士

事
変
ド
に
於
け
る
川
村
卦
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裁
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吉 f呆
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日
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肝

山
間
相
仙
の
構
誌
の
分
析

五
大
小
業
の
生
産
形
悲
:
:

カ
ル
ヴ
ン
の
利
子
と
自
然
法
・
・

経
常
分
析
に
お
け
る
比
較
の
意
義
と
形
態
目

設

苑

支

那

の

付

落

-Ei--
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E・E
・-・
:
:
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i
-
-
:
終
渋
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宮
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政
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較
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:
-
L
E
i
-
-
j
i
l
-
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終
抑
制
万
博
士
汐

附

川
川
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ゴ
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間

明
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中
小
都
市
に
お
げ
る
一
商
庄
街
の
構
成

ノ弘、

T下

彦

口

士
口

尚
問
街
心
外
均
的
形
態

小
突
出
別
の
内
服
街
川
博
成

売ー

向
府
街
の
小
貰
陪
純
血
攻

防
凶
街
他
業
者
の
棒
成

fT 千二

向
ロ
叩
簿
別
引
U

h

向
府
街
#
』
34

中
小
都
市
内
府
街
の
特
質

商
白
街
の
外
部
的
形
態

菩
岡
の
ム
ヘ
都
市
に
沿
け
る
商
府
街
の
構
成
に
つ
い
て
は
、
さ
き
に
本
誌
に
な
い
で
論
活
し
た
所
で
あ
る
。
本
論
は
そ
の
一
線
街
と
し

て
、
同
じ
立
場
か
ら
同
じ
資
料
ピ
基
づ
い
て
、
五
回
閣
の
中
小
都
市
に
な
け
る
商
屑
街
の
構
成
を
主
題
と
し
て
取
扱
は
ん
と
す
る
も
の

で
あ
る
。

と

L

に
中
小
都
市
と
い
ふ
は
、
六
大
都
市
を
除
い
て
、
人
口
三
高
人
以
上
を
有
す
る
都
市
で
あ
る
。
昭
如
十
年
十
月
一
日
の
閲
勢

調
資
に
よ
れ
ば
‘
人
口
三
高
人
以
上
の
市
は
、
全
閣
に
て
百
二
十
四
市
を
計
へ
る
が
、

こ
の
ろ
ち
木
調
査
の
針
象
と
な
っ
た
市
は
、

六
大
都
市
を
除
い
で
七
十
八
市
に
過
ぎ
友
い
。

い
ま
限
り
に
是
等
の
都
市
を
小
都
市
と
中
都
市
と
に
区
分
し
、
更
に
之
を
五
群
に
匝

八
刀
し
て
、
調
査
部
市
た
よ
ぴ
商
底
御
教
を
一
不
せ
ば
突
の
第
一
表
の
如
〈
で
あ
る
。

中
小
都
市
に
お
け
る
向
庶
街
の
構
成

li 

第

競

第
四
十
八
巻

七

拙稿1大都市における商庖街の構成'u(本誌第四十二審第六娘、昭和十一年六月
昭和十年十二月十日現在 向工省商務局制王監

1) 
2) 



第
-
表

調
査
都
市
お
よ
び
商
賠
街
の
薮

戦
四
十
八
巻

プす

第

量主

i¥. 

中
小
都
市
に
お
け
る
商
庖
街
の
構
成

「巳是主主)宮町

!E1点川157lv l群

司T

名

E苛

ロ;
街

敷

)

一
一
一
寓
以

言十
三
十
寓
以
上
三
十
五
蔦
未
満

本
論
は
円
疋
等
の
中
小
都
市
七
八
に
沿
け
至
三
七
の
商
屈
街
に
つ
い
て
、
主
と
し
て
そ
の
構
成
を
見
ん
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、

そ
の
前
提
と
し
て
先
づ
是
等
の
商
庇
得
の
外
見
的
形
怒
に
つ
き
親
祭
す
る
こ
と
与
す
る
。

第
一
、
商
底
街
の
位
置
、
商
庇
街
が
そ
の
都
市
の
如
何
怒
る
位
置
を
占
め
る
か
は
、

一
般
肘
よ
り
は
等
"η

特
殊
的
・
具
偲
的
に
意

味
を
有
す
る
問
題
で
あ
る
。

一
般
的
に
は
宰
ら
購
買
力
の
豊
富
な
住
宅
街
に
近
く
位
置
す
べ
き
?
る
る
と
考
へ
ら
れ
る
に
過
い
き
た



し
も
然
ら
や
、

と
と
に
小
都
市
に
る
つ
て
は
、

ぃ
。
た
ピ
大
都
市
に
あ
っ
て
は
、
住
宅
街
・
工
場
何
等
々
の
地
域
的
国
劃
は
ほ
E
成
立
し
て
ゐ
る
が
、

中
小
都
市
に
あ
っ
て
は
必
十

そ
の
大
部
分
は
謂
は
ゆ
る
商
業
都
市
と
し
て
成
立
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
、
商
庇
街

は
そ
の
都
市
の
中
心
的
存
在
で
あ
り
、
従
っ
て
そ
の
都
市
の
中
央
部
に
位
援
す
る
も
の
の
多
い
こ
と
は
、
次
の
第
二
去
に
よ
っ
て
も

F

I

l

l

河
川
同
「
1

同
一
四

1
J

」イ

一

-

↓

群

一

二

九

一

一

一

一

i

一

一

小

都

市

三

」

昨

一

六

一

九

一

一

中

都

市

↓

畑

砕

一

一

一

一

一

戸
ほ
、
昨
一
二
三
一

計

一

四

九

一

比
六
五
・
六
一

明
ら
か
で
あ
る
。第

-
一
斉

商
府
街
の
位
置

分

一C
一

七
一
色

百 合

-~I--=二二二:ヲ

J 五 =1剖;

[北

五 II主
粛

|北

ゴ l郡
東

南

西

南
四一| |IW 

ー~、

与 ニ1_1J三三三日
西

四

三):fLし 1 lILl 

四 1

I 0 :fLJ弓|ご

四

旦~J_=I 三 一人

ヰ七

三 1 I部

之
に
よ
れ
ば
全
鵠
と
し
て
六
割
五
分
は
中
心
部
に
位
向
一
し
て
ゐ
る
。
之
に
次
ぐ
は
東
部
・
南
部
等
で
あ
る
が
、
そ
の
率
は
極
め
て

低
い
。
而
し
て
是
等
の
瓢
で
は
、
小
都
市
と
中
都
市
と
の
問
に
、
何
ら
著
し
い
相
蓬
を
後
見
す
る
こ
と
は
出
来
危
い
。

第
二
、
商
同
街
の
ん
さ
、
商
応
街
の
賓
質
的
の
大
さ
を
決
定
す
る
も
の
は
、
之
を
構
成
す
る
商
屈
の
屑
舗
数
で
あ
る
が
、

さ
き
tこ
も
論
ぜ

る
主日
〈 こ
、3) れ
商 は

姑
ら
〈
後
の
問
題
と
し
て
、

こ
L
で
は
外
見
的
の
え
さ
卸
ち
そ
の
延
長
と
幅
員
を
見
る
こ
と
L
す
る
。

屈
街
の
長
さ
は
、

こ
与
に
買
出
し
に
来
る
顧
客
側
の
要
求
か
ら
、

一
定
程
度
以
上
の
延
長
は
許
さ
れ
宇
、
ま
た
商
底
街
の
機
能
の
側

中
小
都
布
に
お
け
る
陶
庖
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

七

第

競

九

P.63. 前掲論文拙稿3) 



中
小
都
市
に
お
け
る
向
府
街
的
構
成

第
四
十
八
巻

戸、

善事

就

。

か
ら
、

一
定
程
度
以
下
の
長
さ
も
許
さ
れ
や
、

そ
こ
に
は
必
や
や
何
等
か
棋
準
的
の
長
さ
の
存
す
る
と
と
も
考
へ
ら
れ
る
。
絵
り
に

長
き
に
止
へ
し
て
は
見
出
し
は
過
持
と
た
り
、
徐
h

り
に
短
き
に
ル
一
ん
し
て
は
山
丸
山
内
し
の
川
は
足
わ
り
な
い
か
ら
で
あ
る
。
次
に
商
府
街
の
幅

自
民
も
更
に
重
要
友
問
題
で
あ
る
。
徐
り
に
成
き
に
夫
し
て
は
、
商
庇
街
の
機
能
は
片
側
づ
ミ
猫
ぃ
止
し
て
し
ま
ふ
か
ら
、
何
れ
か
と
言

へ
ば
、
幅
員
の
狭
き
を
有
利
と
す
る
と
考
へ
ら
れ
る
。

い
ま
中
小
都
市
の
商
底
街
に
つ
い
て
、
そ
の
延
長
会
よ
び
幅
員
を
見
る
に
第

二
表
の
如
く
ヴ
あ
る
。

第
三
義

阿
山
川
街
内
倍
長
お
よ
び
幅
員

司3

朝1

ilzzzii; 

車届

白
づ

l
a
d
 

問
問

=一・八一

E
・四一

回・

o
一

』、.、、-
F

t

 

E
・-Z
一

d、

者H

金

世

豆・一-一

之
に
よ
れ
ば
極
端
な
る
例
外
と
し
て
は
、
最
長
二
十
町
徐
の
延
長
に
及
ぶ
も
の
(
高
岡
市
開
陪
街
)
か
ら
、
最
短
四
十
二
聞
に
過
ぎ
ざ

る
も
の
(
尾
道
市
荒
神
堂
町
・
徳
島
市
新
町
橋
筋
)
ま
で
種
k

雑
多
で
は
あ
る
が
、
不
均
と
し
て
は
三
町
乃
至
四
町
で
あ
る
。

こ
れ
は
商
席

得
と
し
て
大
鴨
に
遁
世
の
長
き
で
あ
る
と
考
へ
ら
れ
る
。
之
に
反
し
て
幅
員
の
平
均
五
・
三
聞
は
、
商
居
街
の
幅
員
と
し
て
は
多
少

庚
き
に
牛
へ
す
る
か
と
田
山
は
れ
る
。

と
れ
は
恐
ら
く
地
方
の
中
小
都
市
の
商
庄
得
に
は
、
奮
来
の
地
方
街
道
の
褒
展
せ
る
も
の
も
多
〈



同
時
に
交
通
路
と
し
て
の
機
能
を
も
有
す
る
か
ら
で
あ
ら
う
。

第
三
、
商
屈
得
の
路
岡
、
商
庖
街
の
路
面
の
欣
態
如
何
は
、
そ
の
機
能
を
渡
部
す
る
上
に
重
要
左
側
係
を
有
す
る
も
の
で
あ
る
。

路
面
が
鋪
装
さ
れ
て
ゐ
る
か
否
か
、
人
道
・
車
道

ω医
別
を
有
す
る
か
否
か
、
電
車
ゐ
よ
び
パ
ス
の
交
通
る
る
か
否
か
、
事
柄
通
行

を
禁
止
し
て
ゐ
る
か
否
か
に
つ
き
、
調
査
商
底
街
の
紙
態
を
突
の
第
四
表
と
し
て
示
し
て
な
く
。

中小!-，--1 
手明日 朝
市市|
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之
に
よ
れ
ば
是
等
の
商
応
何
の
殆
ん
ど
九
割
ま
で
は
、
抑
袈
を
た
し
て
ゐ
る
。

と
れ
は
言
ふ
ま
で
も
な
〈
-
附
庇
得
の
一
機
能
上
上
り

有
利
で
あ
る
。
然
る
に
人
道
・
車
道
の
匝
別
は
八
前
五
八
万
ま
で
行
は
れ
て
ゐ
な
い
。

こ
れ
も
商
庶
街
と
し
て
は
油
蛍
で
あ
っ
て
、
路

闘
の
全
部
を
人
道
と
し
て
利
用
す
る
の
が
商
屈
何
の
特
徴
で
あ
る
。
電
車
・
パ
ス
の
通
行
は
、
商
居
何
の
機
能
を
害
す
る
も
の
で
あ

る
が
、
電
車
の
あ
る
は
一
割
徐
に
過
ぎ
や
、
バ
ス
の
あ
る
は
六
割
に
接
す
る
。
自
動
車
そ
の
他
の
草
稿
の
通
行
宇
一
一
世
一
元
止
す
る
と
と
は

中
小
都
市
に
お
け
る
商
盾
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

九

第
二
競



中
小
都
市
に
お
け
る
商
脂
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

C 

第

銃

殊
に
夜
間
に
た
い
て
必
要
で
あ
る
が
、
之
を
費
行
す
る
も
の
は
寧
"
の
少
〈
、
漸
く
二
割
に
足
ら
ざ
る
欺
態
で
あ
る
。

も
と
/
¥
商
底
得
は
一
定
の
意
識
的
計
撃
の
下
に
作
ら
れ
た
る
も
の
で
は
た
く
、
自
然
発
生
的
攻
歴
史
的
産
物
で
あ
る
か
ら
、

J:) 

上
の
如
き
外
国
的
の
諸
形
態
も
ま
た
、

必
や
し
も
商
山
街
と
し
て
ム
口
目
的
の
も
の
許
り
と
は
子
一
口
へ
友
い
。

こ
と
に
交
通
の
頻
繁
危
地

方
街
道
の
沿
道
商
底
上
旬
設
達
し
た
地
方
の
中
小
商
業
都
市
に
あ
っ
て
は
、
交
通
路
と
商
底
符
と
を
混
同
す
る
も
の
が
多
い
。
近
年

わ
が
図
に
台
け
る
B

向
日
仰
の
肌
川
山
花
の
進
む
に
従
っ
て
、
次
第
に
そ
の
特
質
佐
明
ら
か
に
し
、
従
っ
て
そ
の
設
展
の
燦
件
を
明
ら
か
に

ず
る
に
五
っ
た
か
ら
、

右
の
如
中
日
吋
4
p

什
帥
山
川
政
生
的
な
諸
形
態
は
、

之
を
政
策
に
ど
っ
て
ん
日
現
的
に
改
善
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
は
言
ふ
ま

で
も
友
い
。

商
庖
街
の
小
貢
庇
舗
数

と
a

誌
に
言
ふ
商
庇
街
は
、
各
種
小
古
賀
庖
の
多
数
に
集
合
し
て
、
全
館
と
し
て
一
つ
の
小
責
機
能
を
渡
部
す
る
地
域
で
あ
る
。
従
つ

て
そ
と
に
集
合
す
る
小
責
庇
備
の
結
劉
教
は
、
会
躍
と
し
て
の
小
責
機
能
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
ね
ば
な
ら
む
。
そ
乙
か
ら
小
質
成
鋪

の
最
小
限
度
が
規
定
さ
れ
て
来
る
。
徐
り
に
少
数
の
専
門
底
舗
で
は
、
会
障
と
し
て
小
寅
機
能
を
護
按
ず
る
に
は
足
り
友
い
か
ら
で

あ
る
。
併
し
他
方
に
は
、

そ
の
商
府
街
に
集
中
す
る
購
買
力
に
よ
っ
て
、
小
貫
底
舗
数
の
最
大
限
度
が
規
定
さ
れ
る
。
徐
り
に
多
数

の
底
舗
で
は
、
そ
の
経
皆
は
成
り
た
L
た
い
の
み
た
ら
十
、
商
白
街
の
長
さ
を
徒
ら
に
延
長
し
て
、
却
っ
て
消
費
者
の
購
買
を
不
便

左
ら
し
む
る
か
ら
で
あ
る
。

い
ま
調
査
し
た
る
一
一
百
二
十
七
商
底
街
に
つ
い
て
、

そ
の
小
安
居
舗
の
絶
針
教
を
見
る
に
、
突
の
第
五
表
の
如
く
で
あ
る
。
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五
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、
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H
L
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1
卜
耳

tzmを
~
1
4
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、
ド
リ
ハ
も
'
戸
一
九
土
告
白
半
コ
パ
怖
い
刊
m
d
ち

H
t

ノ

-
U上
下
乙

Y

4

1

一日

7
4
t
j
L
Y
一

E
r
'
右
i
d
r
t

人
口
五
高
未
満
の
都
市
(
高
間
市
)
に
あ
る
。

恐
ら
く
之
は
殻
密
た
意
味
で
の
商
氏
何
に
属
せ
ざ
る
部
分
を
も
包
含
す
る
も
の
か
も
知

れ
た
い
。
第
二
群
以
下
の
中
小
都
市
に
む
け
る
最
多
数
を
見
れ
ば
、
各
と
相
還
を
示
し
て
は
ゐ
る
が
、
犬
酬
恒
に
沿
い
て
最
大
限
度
を

認
め
る
こ
と
が
出
来
る
。
然
る
に
一
商
底
街
の
最
少
数
は
、
第
二
群
の
八
庄
儲
(
那
覇
市
銀
行
通
り
)
の
如
き
例
外
を
除
け
ば
、

二
十
底
繍
内
外
で
あ
る
。

と
れ
が
恐
ら
ぐ
小
吏
底
舗
の
最
上
引
限
度
と
見
る
ぺ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

多
〈
は

か
く
の
如
〈
最
多
と
最
少
と
の
聞
に
は
著
し
き
相
逗
は
あ
る
が
、
併
し
一
商
出
街
の
平
均
底
舗
数
は
、
各
群
都
市
に
上
り
て
著
し

き
相
遣
は
友
〈
、
金
山
閣
の
平
均
八
十
五
・
問
底
舗
に
ほ
ピ
近
い
。

る
と
と
が
山
川
来
る
。

こ
れ
が
五
口
問
の
中
小
都
市
に
た
け
る
商
居
街
底
舗
数
の
典
型
と
見

中
小
都
市
に
む
け
る
右
の
数
字
を
、

さ
き
に
研
究
し
た
る
吾
園
の
大
都
市
に
た
け
る
同
じ
敬
司
と
比
較
す
る
時
は
、
最
多
底
舗
数

は
五
百
四
十
四
底
舗
、
最
少
は
五
十
七
庖
舗
、

一
商
庇
街
の
卒
均
底
術
教
は
百
五
十
四
で
あ
っ
て
、
何
れ
も
逢
か
に
多
数
で
あ
る
。

中
小
都
市
に
お
け
る
商
唐
街
の
構
成

策
四
十
八
巻

一

第

競
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中
小
都
市
に
お
け
る
前
唐
街
の
構
成

第
問
十
八
巻

第

競

世I

殊
に
平
均
庄
舗
数
に
た
い
て
は
八
十
五
百
舗
に
針
す
る
百
五
十
四
底
舗
を
示
し
て
二
倍
に
近
い
。
4

問
庄
街
の
大
規
模
化
傾
向
ナ
訟
は

ち
大
都
市
と
な
る
に
従
っ
て
商
居
得
の
規
棋

ω抜
大
化
寸
る
傾
向
は
、
従
来
は
た

um々一
ω戸
舗
の
粧
品
百
規
杭
の
撒
大
化
と
し
て
考

へ
ら
れ
た
が
、
全
勝
と
し
て
の
前
日
向
の
規
松
の
披
大
ず
る
こ
と
も
、
右
の
事
貨
に
よ
っ
て
明
ら
か
で
あ
る
。
た
ピ
こ
の
傾
向
は
前

掲
第
五
表
の
中
小
都
市
の
聞
に
は
、

必
干
し
も
明
瞭
に
現
は
れ
や
、

等
ろ
中
小
都
市
と
大
都
市
と
の
問
に
現
は
れ
て
ゐ
る
。

と
の
庄

制
教
の
均
加
は
、

都
市
郎
氏
力
の
増
大
と
小
責
府
側
の
専
門
化
ー
と
に
板
減
す
る
も
の
と
考
へ
ら
れ
る
。

第
二
に
、

商
目
い
何
小
中
山
孔
杭
仙
山
州
知
数
が
川
題
と
た
る
。

即
ち
同
じ
尚
氏
仰
に
混
在
す
る
i

ど
…
丸
山
内
怖
と
他
若
者
と
の
一
比
例
数
で
あ

'
u
o
'
v
t
f
L
可
」
1
苛ソ

)
n
l
I
L

4
-
a
F
z
'
d
日

r
1内
心

γ
円
以
札
川
い
れ
心
〈

A
-
i
l
l
-
-
k
l
 

J

一」

L
し
礼
〕
川
ド
引
明
町
一
/
)

日
リ
白
川
一
itL

〉
ー
リ
‘
い
百
七
百
、
山
市
)
、

ータイ

Y
9
1
2
u
l
h
L
R
f
f
寸

1

u
t
-
!
3
1
1
:旬

、

i

』
;
ー

;

l

寸
土

~μι
村
川
泊

A
d
F
E
よ
り
品
J
f
D
釦

き
は
殆
ん
ど
た
い
。
ま
た
司
会
ア
¥
小
費
出
舗
の
み
で
は
、
却
っ
て
陥
府
叫
刊
の
機
能
は
阻
害
せ
ら
れ
、
或
種
の
他
業
者
の
介
在
す
る
方
が

却
っ
て
有
利
左
揚
合
が
多
い
。
け
れ
ど
も
徐
り
に
他
業
者
の
多
い
場
合
は
ま
た
、
商
庖
街
の
機
能
を
発
掠
し
得
な
い
こ
と
一
吉
ふ
ま
で

も
・
泣
い
。

い
ま
こ
の
調
究
商
庇
街
の
小
賀
民
備
の
比
率
を
示
せ
ば
次
の
第
六
表
の
如
く
で
あ
る
。

第
六
表

小
貫
陪
姉
の
相
封
数

I司

最

低

平

他
業
者
総
新
一
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仲
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第
六
表
に
つ
い
て
見
る
に
、
最
も
稽
度
の
高
き
は
第
三
群
都
市
の
九
瓦
・
六
%
(
高
知
市
中
日
)
で
あ
り
、
最
低
鰐
度
は
同
じ
く
二
七
・

九
%
(
岐
阜
市
鋼
生
町
遁
り
)
を
示
し
て
、

そ
の
聞
に
著
し
き
相
違
が
あ
る
。
併
し
各
群
都
市
の
卒
均
率
に
わ
い
て
は
著
し
き
相
違
は
な

く
、
全
髄
と
し
て
は
七

0
・
九
%
を
占
め
て
ゐ
る
。
邸
ち
苦
闘
の
中
小
都
市
の
商
底
何
で
は
、

ほ
ピ
七
割
の
小
賛
成
舗
を
包
含
す
る

の
が
普
通
で
あ
る
と
一
一
一
日
へ
る
。
然
ら
ば
そ
の
他
業
者
の
絶
封
数
如
何
を
見
る
に
、

一
中
間
宮
街
平
均
は
金
剛
聞
と
し
て
=
一
三
・
七
を
一
不
し

て
ゐ
る
。
印
ち
中
小
都
市
商
庶
街
の
平
均
で
は
、
小
高
町
民
浦
八
五
・
四
と
、
他
業
者
三
二
一
・
七
上
り
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。

此
の
小
賛
成
捕
の
需
度
を
大
都
市
の
そ
れ
と
比
絞
す
る
に
、
最
尚
率
も
最
低
率
一
も
何
れ
も
大
都
市
に
も
が
い
て
高
い
。
平
均
率
も
ま
た

同
じ
く
、
巾
小
都
市
全
憾
と
し
て
の

JU0・
九
%
に
到
し
、
大
都
市
の
そ
れ
は
七
六
・
二
V
A
を
示
し
て
ゐ
る
。
中
小
都
市
に
お
い
て
他

業
者
の
介
祢
の
多
か
る
べ
さ
と
と
は
、
共
同
舟
K
考
へ
ら
る
L

町
刊
で
あ
る
。

ど
の
他
山
花
点
引
か
如
利
た
る
一
刊
し
終
的
怖
政
を
布
「
る
か
じ
附

底
街
の
機
能
の
上
よ
り
主
要
な
る
問
題
で
あ
る
が
、
之
は
姑
ら
〈
後
の
問
題
と
す
る
。

商
品
種
別
の
商
庖
街
構
成

商
底
街
の
内
容
的
構
成
の
う
ち
、
第
一
に
、
小
貰
庇
と
そ
の
他
の
業
者
と
の
府
成
に
つ
い
て
は
前
節
に
観
察
し
た
所
で
る
る
が
、

第
一
一
に
、
小
費
底
の
内
部
構
成
す
な
は
ち
各
種
の
小
賓
底
舗
を
そ
の
販
衰
商
品
の
種
類
よ
り
見
た
る
構
成
が
問
題
と
な
る
。
商
居
符

商
業
ま
た
は
小
費
商
の
構
成
と
し
て
は
、

こ
の
外
に
も
向
ほ
種
々
の
構
成
が
問
題
と
な
り
ろ
る
の
例
へ
ば
小
賀
商
の
形
態
よ
り
見
て

百
貨
屈
・
小
責
居
・
連
鎖
庖
・
小
賢
市
場
地
一
す
の
別
よ
り
見
た
る
構
成
ま
た
は
物
口
問
販
一
買
業
・
金
融
保
険
建
法
人
村
庫
業
・
飲
食
庇
そ
の
他
の

出
世
客
業
等
上
り
見
た
る
成
義
の
商
業
構
成
等
々
こ
れ
で
あ
る
が
、
こ

L

で
は
街
立
の
専
門
小
賢
府
よ
り
見
て
商
底
一
何
を
問
題
と
す
る

中
小
都
市
に
お
け
る
商
庖
街
の
構
成

第
四
十
八
番

第
三
銃

五
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第

競

占

ノ、

中
小
都
市
に
お
け
る
問
時
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

日目

も
の
で
あ
る
か
ら
、
か
L

る
小
費
庇
以
外
の
も
の
は
総
て
他
業
者
と
し
て
別
に
取
扱
ふ
こ
と
L
し
た
。
従
っ
て
そ
の
内
部
構
成
は
販

賀
商
品
の
種
別
に
よ
る
外
在
い
が

そ
の
商
品
種
類
の
一
分
類
は

前
論
に
ゐ
け
る
と
同
じ
く
、

消
費
者
の
立
場
よ
り
見
て
の
分
類
を

採
り
、
衣
料
品
・
食
料
品
・
住
料
口
問
・
燃
料
品
・
文
化
口
叩
・
生
産
用
品
・
共
他
の
七
種
類
と
し
た
。

と
の
分

い
ま
制
点
刊
一
商
人
目
待
に
つ
い
て
、

類
に
よ
る
小
貰
庄
の
構
成
を
示
せ
ば
第
七
表
の
如
く
止
な
る
。
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第
七
表
に
よ
っ
て
見
る
に
、
七
粍
商
品
の
う
ち
最
も
多
舎
は
衣
料
品
底
で
あ
っ
て
、

一
商
民
街
賞
り
の
病
的
数
は
、
何
れ
の
都
市

に
た
い
て
も
ほ
ピ
全
棋
の
平
均
三
十
匹
舗
に
近
く
、
小
貰
底
舗
数
の
三
五
・
一
%
を
占
め
て
ゐ
る
。

之
に
次
ぐ
は
食
料
品
底
で
あ
っ

て、

一
一
角
堂
り
平
均
は
全
憶
と
し
て
二
十
山
舗
、
相
針
的
に
は
二
三
・
六
%
を
占
め
る
。

と
の
二
つ
在
以
っ
て
商
庇
街
小
葉
庄
の
過

中
一
・
を
占
め
る
紋
態
で
あ
る
。
之
に
弐
ぐ
は
文
化
口
問
底
で
あ
り
、
全
館
の
平
均
底
舗
数
は
十
八
三
八
、
和
針
設
は
二
二
・
C
%
で
あ
る
。
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以
上
を
も
っ
て
約
八
割
を
占
め
、
時
四
徐
の
住
料
品
(

て
五
%
)
・
生
産
用
品
(
一
了
五
%
)
・
燃
料
品

(
0・
七
%
)
・
そ
の
他
(
四
・
六
%
)

を
も
つ
で
僅
か
に
二
割
足
ら
や
を
占
め
る
に
過
ぎ
な
い
。
而
し
て
円
九
等
の
惰
成
に
つ
い
て
中
小
都
市
群
の
聞
に
は
、
何
ら
著
し
き
相

逗
は
認
め
ら
れ
な
い
。

然
る
に
之
を
大
都
市
商
白
街
の
構
成
と
比
佼
す
る
時
は
句
、

そ
の
聞
に
著
し
か
コ
相
注
が
夜
見
さ
れ
る
。
↓
久
判
口
間
慌
の
最
多
数
と
い
ふ

貼
は
同
じ
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
比
率
は
四
一
ニ
・
六
%
で
あ
っ
た
か
ら
、
中
小
都
市
の
三
五
・
一
%
に
比
較
し
て
活
か
忙
高
卒
で
あ

る
。
突
に
た
都
市
に
た
け
る
第
二
位
は
丈
化
品
目
の
二
二
・
八
%
で
あ
っ
た
が
、

と
れ
は
中
小
都
市
で
は
第
三
位
と
た
っ
て
ゐ
る
。

た
U

し
そ
の
比
率
二
二
・

0
匂
は
著
し
き
削
涯
で
は
な
い
。
食
件
日
間
庄
内
川
ぽ
も
団
倒
し
、

そ
の
比
率
J
h
六
都
市
で
は
二
了
八
%
を

ホ
L
t
中
小
都
市
の
一
一
三
一
・
六
%
忙
は
ん
[
相
?
に
似
「
1
て
ゐ
る
〉

Z
-
れ
他
に
じ
十
」
加
柏
市

?
u
m料
仁
川
八
・
六
引
に
h
u

い
て
削
品
川
収
低

率
、
生
涜
用
品

(
0
・
五
%
)
に
沿
い
て
著
し
と
ほ
卒
、
燃
料
品
に
訟
い
て
僅
か
に
低
率
で
あ
る
。

大
都
市
商
庶
街
に
比
較
し
て
の
中
小
都
市
の
特
徴
を
要
言
ず
る
友
ら
ば
、
中
小
都
市
で
は
衣
料
品
に
お
い
て
著
し
く
低
率
で
あ
る

が
、
食
料
品
と
生
産
用
品
と
佳
料
品
に
拾
い
て
尚
本
で
あ
る
。
之
は
ほ
立
山
中
小
都
市
の
特
質
と
し
て
抽
出
忽
さ
る
、
所
で
あ
る
が
、
併

し
文
化
用
品
の
比
率
に
た
売
な
い
の
は
、
多
少
意
外
と
す
る
所
で
あ
る
。

四

-
士
見
庖
別
の
向
官
街
構
成

消
費
者
の
側
よ
り
見
た
る
商
品
種
別
に
上
る
商
出
何
の
構
成
は
、
前
節
に
槻
円
以
吊
ナ
る
所
で
あ
る
が
、
史
に
進
ん
で
小
賛
成
の
側
よ

り
見
た
る
構
成
を
問
題
に
す
る
場
合
に
は
、
之
を
克
に
細
別
し
て
、
前
記
の
七
時
刊
商
品
を
三
十
九
類
と
な
し
、
更
に
之
を
八
十
七
商

中
小
都
市
に
お
け
る
向
眉
街
の
構
成

第
四
十
八
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第

第
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ー
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五

一

雄

!

文

化

口

川

沌

第

六

種

l

生
産
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品
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中
小
都
市
に
お
け
る
両
府
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

八、

第
二
裁

O 

と
な
し
て
、

こ
れ
が
構
成
の
欣
態
を
第
八
去
と
し
て
一
不
す
こ
と
、
し
た
。

第
八
表
に
つ
い
て
見
る
に
、
第
一
の
衣
料
品
種
に
わ
い
て
は
、
洋
品
類
商
が
最
多
を
出
め
、
会
開
の
一
九
・
五
%
を
占
め
る
。
之

と
大
差
な
き
は
央
服
太
物
腕
織
物
商
で
る
っ
て
、

一
九
・
四
%
配
示
し
て
ゐ
る
。
之
に
次
ぐ
は
洋
服
荷
(

之
K 
主す
L 
て
j、-
E五九
市弘
司〉・

構下
成駄
を 写正
見 f震
る履
に1) 物

陪i

7
0
0乙
で
あ
っ
て
、

こ
れ
ら
の
四
つ
を
も
っ
て
全
般
の
六
割
以
上
を
占
め
て
ゐ
る
。

口
士
民
、
O
R
J
哉
知
人
、
司
ご

b
・
二

J
J

宇
1

日
目
司
ご

J

L

，
二
戸
位
向
、
-

tブ

H
プ
f
h
m結
4
f
f
z
一

Y
I
F
l日告
J
H
f
t
f
q
r
r
F
M
M同
三

了
五

oC
・F-
駄
計
十
段
段
均
市
完

-
C
W
C
、
こ
れ
ら
の
ん
口
計
は

約
五
割
五
分
に
相
北
す
る
。

L
F
F
り
白
位
台
よ
同
一
J

土
」
手
主
人
目

λ

J
ノ
/
一
〈

H
F
l
r
i
a
l
i
l

出一

J
り
跨
ぐ
ぺ
さ
襟
度
に
相

時
ん
ど
者
し
き
↓
相
法
を
政
見
サ
ボ
、

似
を
示
し
て
ゐ
る
。

殆
ん
ど
集
中
的
に
三

0
・
五
%
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
に
次
い
で
は

果
物
商
(
八
・
一
万
)
・
和
洋
剖
清
涼
飲
料
商
(
七
・
八
%
)
等
が
比
較
的
に
多
い
。
之
を
大
都
市
の
そ
れ
と
比
較
す
る
民
、
和
洋
菓
子
商
(
一
一
一

第
二
に
、
食
料
品
種
に
つ
い
て
は
和
洋
菓
子
商
を
最
多
と
し
、

=
了
。
ぎ
を
第
一
位
と
し
て
、
果
物
商
(
八
・
一
ど
・
和
洋
清
清
涼
飲
料
商
(
七
・
士
一
三
こ
れ
に
次
ぎ
、

こ
t
A

で
も
ま
た
そ
の
順
位
も
北
高
年

も
驚
く
べ
き
相
似
を
示
し
て
ゐ
る
。

第
三
に
、
文
化
日
間
殺
に
つ
い
て
見
る
に
、
之
は
最
も
分
数
的
で
あ
っ
て
、
薬
品
衛
生
材
料
商
一
六
・
一
%
を
最
高
と
し
、

時
計
商

三
一
一
一
・
聞
と
・
文
具
製
葬
品
事
務
用
品
商
(
九
・
凶
)
・
岡
菩
雑
誌
商
(
八
・
八
%
)
こ
れ
に
次
ぐ
。
然
る
に
大
都
市
に
た
い
て
い
略
A

之
に
近

く
、
薬
品
衛
生
材
料
商
(
二
子
一
一
一
芝
、
時
計
商
(

了
九
%
)
、
陶
芸
雑
誌
商
(
一

0
・
crc、
玩
具
遊
殿
蝿
紫
口
問
商
(
八
・
六
%
)
、
文
兵
事

護
口
同
事
務
用
品
商
(
八
・
五
万
)
こ
れ
に
次
い
で
ゐ
る
。

第
四
に
、

中
小
都
市
に
比
較
的
多
数
の
住
料
品
種
に
つ
い
て
は
、

金
風
器
具
商
(
二
=
了
間

cc、
家
具
指
物
商
(
一
九
・
子
川
)
、
陶
磁

前掲論文 P.70
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器
土
器
商
(
一
子
九
%
)
、
荒
物
商
(
八
・
八
%
)
等
を
主
と
す
る
が
、
ム
ヘ
都
市
の
そ
れ
は
家
具
指
物
商
(
一
一

c・
ニ
芝
、
金
属
器
具
商
(
一
一
0
・

こ
、
で
も
峰
と
相
似
の
結
叩
引
を
示
し
て
ゐ
る
。

九
%
}
、
陶
磁
器
土
器
商
(
一
凶
・
五
%
)
、
荒
物
商
ご
二
二
一
と
で
あ
っ
て
、

第
五
に
、
同
じ
く
中
小
都
市
に
比
較
的
多
い
宅
産
用
品
を
見
る
に
、

著
し
〈
集
中
的
で
あ
っ
て
、
白
神
市
及
部
分
品
商
の
四

七
%
佐
第
一
伎
と
し
、
自
動
車
部
分
品
商
(
一

0
0
一
%
)
、
農
産
問
機
峨
器
具
商
(
六
・
一
一
一
ご
と
れ
に
次
ぐ
。
然
る
に
大
都
市
も
ま
た
更

に
著
し
〈
集
中
的
で
あ
っ
て
、
自
制
押
車
及
部
分
品
商
(
五
心
・

ooc・
機
械
工
具
及
土
工
具
商
(
一
八
・
間
三
.
自
動
車
部
分
品
商
(
七
・
六

ど
で
あ
っ
て
、
農
産
用
機
械
器
具
商
め
如
き
は
〈
午
く
有
本
し
た
い
ο

こ
t
h

に
多
少
の
和
遣
を
示
し
て
ゐ
る
こ
と
は
一
一
日
ふ
ま
で
も
た

L 、
。打

r
ド

l

・3
i
c、収
μ

J

1

1

、
πυ-IF
帽、ょ、

q
-
d
k
っ
ノ
七

h
u
v
h
c一
d
i
/
布
引

Uω
仁

V
3
J
fリ
ー
は
荘
E
H
H
1
J
H
1
3
J
f
t
r
L
U
-
」

i

、川町一ト
l
h

、

J
L
V
J『
I
U
乱
ギ
J
2
3
V
N
F
D
t
Z
L
t
いし

i
J
1
t
'
-
f
'
〉

》

リ

1
;

弔
l
一
計
一
、
利
却
を
元

l
I
Z
之

I
P手

L
U
J
R
J

千r

i"i: 

別
の
内
部
的
構
成
に
沿
い
て
は
、

一
一
一
の
例
外
を
除
い
て
、
殆
ん
ど
瀧
く
べ
き
一
設
を
示
し
て
ゐ
る
。
之
は
商
府
街
小
賀
肢
の
構
成

に
沿
い
て
、
定
に
興
味
あ
る
事
費
と
忠
は
れ
る
。

五

商
庇
街
他
業
者
の
構
成

乙
誌
に
他
業
者
と
い
ふ
は
、
小
寅
后
以
外
の
総
て
の
も
の
を
指
し
、

そ
の
中
に
は
百
貨
庖
・
連
鎖
庄
・
小
賀
市
場
そ
の
他
の
物
品
販

資
業
者
も
あ
り
、

H
X
柑
一
寸
は
他
業
者
と
い
J

よ
り
は
等
ろ
或
る
意
味
で
は
同
4

染
者
で
あ
る
。
ま
た
銀
行
・
保
険
・
運
送
・
倉
庫
の
如
き
謂

は
ゆ
る
補
助
業
者
も
あ
り
、

飲
食
府
・
理
髪
忠
・
放
館
の
如
き
接
客
業
者
も
あ
り
、

住
宅
・
病
院
・
一
枇
寺
上
り
宗
地
・
空
家
の
如
き
ま
で

他
業
者
の
中
に
含
ま
れ
で
ゐ
る
。

中
小
都
市
に
お
け
る
前
応
街
の
構
成

プL

第
二
銃

第
四
十
八
巻

前掲論文 P.70
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中
小
都
市
に
お
け

ε向
陪
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

O 

第

読

と
れ
ら
各
種
の
他
染
者
を
商
占
有
符
の
見
地
よ
り
見
て
、

二
種
に
分
類
ナ
る
こ
と
が
出
来
る
。
第
一
は
、
商
府
得
の
小
一
買
機
能
を
袖

助
す
る
作
用
を
有
す
る
も
の
、
例
へ
ば
活
設
な
る
飲
食
応
・
小
賀
市
場
の
如
き
は
是
で
あ
る
。
第
二
は
、
皮
剥
に
商
応
得
の
機
能
を

阻
骨
一
閃
す
る
作
川
を
有
寸
る
も
の
、

例
へ
ぽ
住
宅
・
病
院
・
空
地
・
空
家
の
如
含
是
で
あ
る
。
同
席
街
に
介
布
ず
る
百
貨
応
が
、
相
助
的

作
川
を
布
す
る
か
或
は
阻
害
的
作
刊
を
有
す
る
か
は
問
題
で
る
る
が
、
私
見
に
土
れ
は
、

こ
れ
ま
で
百
貨
庇
の
な
き
商
庇
偏
向
に
、
新

た
に
之
を
開
業
す
る
場
合
に
は
、
明
ら
山
に
問
者
的
作
山
そ
な
す
が
、
併
し
一
た
ん
共
躍
に
開
設
さ
れ
た
る
以
上
は
、
即
ち
す
で
に

存
在
す
る
百
貨
収
こ
と
に
他
の
商
府
得
に
も
百
貨
応
の
存
犯
す
る
揚
合
に
は
、
却
っ
て
補
助
的
作
川
を
わ
ず
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た

一WJ航
。
州
問
の
如
京
は
巾
日
一
昨
ド
は
間
的
一
山
削
必
北
品
川
I
L
M
h

へ
た
れ
る
が
‘

V
L市
川
仏
め
信
仰
あ
り
く
弘
前
者
mu
…仙

F17
引制
J
J
は

手1

ブ1

友
る
補
助
的
作
加
を
た
ナ
も
の
で
あ
る
。
商
庖
街
の
繁
栄
策
と
し
て
新
た
に
信
仰
あ
っ
き
祉
制
を
奉
杷
寸
る
の
は
、

そ
の
動
機
の
善

悪
は
姑
ら
く
別
と
し
て
、

こ
の
軌
を
狙
っ
た
釘
策
で
あ
る
。

い
ま
調
賓
商
応
街
二
百
二
十
七
の
他
業
者
を
分
類
し
て
、
右
の
黙
を
観
察
す
れ
ば
第
八
表
の
如
く
で
あ
る
。

前
応
街
他
業
岩
の
稀
別
構
成

コ

引

業

者

業

者

コ

;

者

一

其

他

一
壮
一
引
配
「

r
i
E
1
l
j
j
i
ι

一絢♂
ι
l
R
J
分
ι
l
i
t
-
ι
1
i
干
引
ι

(
↓
群
一
一
一
一

O
一
-
四
・

O

一
一
一
八
一
-
四
・
八
一
凶
六
七
一
=
ニ
ム
ハ
一
五
八
一
山
一
三
丸
・
穴

小

都

市

一

一

一

群

一

二

回

二

八

・

七

三

O
五

一

二

・

0
一
一
二
三
五
一
回
目
・
=
一
一
九
九
七
一
三
穴
-
O

一

回

群

一

一

五

七

一

-

一

二

三

八

O
一
六
・
八
一
六
二
八
一
塁
手
=
一
一
一
一
一
二
凹
一
二
穴
・
宍

中

都

市

{

凹

群

一

九

一

三

士

子

O

八
七
一
-
=
・
ニ
一
=
一
O
凹
一
回
ニ
・
六
一
二
二
九
一
一
-
一
ヱ
・
二

一
団
群
一
一
壬
一
一
一
一
二
・
四
一
五
一
一

-
0
・0
一
五
回
凹
一
三
六
土
一
六
一
一
一
一
回
一
・
=
一

計

一

八

八

八

一

二

・

穴

一

八

四

二

二

・

立

=

一

二

六

八

一

固

で

五

一

一

一

、

七

四

五

一

三

亙

・

-

第
丸
表

補

助

紹

針

敷



第
八
表
に
よ
れ
ば
他
業
者
ゅ
う
ち
最
多
は
何
れ
の
都
市
に
A

お
い
て
も
浸
客
業
者
で
あ
り
、

金
値
と
し
て
四
一
・
五
%
を
占
め
る
。

之
忙
弐
ぐ
は
仏
外
他
に
渇
す
る
住
宅
・
病
院
・
枇
九
寸
等
で
あ
り
、
全
悼
と
し
て
三
五
・
一
%
を
占
め
る
。

突
い
で
は
物
口
問
販
車
買
業
者
沿
よ

ぴ
補
助
業
者
で
る
っ
て
、
何
れ
も
約

一
%
を
占
め
で
ゐ
る
。
今
こ
れ
を
前
法
の
補
幼
的
喪
主
と
阻
害
的
要
素
止
に
分
ち
て
見
る
に

極
め
て
大
ま
か
に
見
て
、
物
品
販
資
業
者
と
接
客
業
者
と
を
偲
り
に
補
助
的
と
な

L
.
補
助
業
者
と
共
他
と
を
偲
り
に
阻
害
的
と
見

る
こ
と
が
出
来
る
。

補
助
業
者
を
阻
害
的
要
素
と
見
る
こ
と
は
、
稽
営
を
侠
〈
様
に
も
忠
は
れ
る
が
、
併
し
之
に
風
ず
る
銀
行
・
保

除
咽
沼
逸
。
倉
庫
の
仰
ぎ
は
、

必
中
し
も
小
一
質
的
の
袖
助
業
と
は
一
一
一
日
へ
中
、

ま
た
必
や
し
も
商
白
筒
に
介
在
す
る
と
と
を
要
せ
宇
、
反

射
に
円
疋
等
の
大
連
築
物
の
介
在
は
、
金
鍾
と
し
て
の
商
氏
得
の
小
資
機
能
を
阻
害
す
る
こ
と
L
-
な
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
限
り
に

ム仔

10
へ
刀
畑
引
に
従
¥
ぱ
、

崎
町
内
ぜ
同
町
長
士
氏
一
一
・
一

y
u
-
-
一F
E
4
.

円

i
f
-
-
τ
l
J
J
-
E
J
J
j

他
文
相
仙
の
叫
叫
半
々
~
j
u
ゎ
:
ゐ
芯
。

他
業
者
に
闘
す
る
以
上
の
間
然
を
大
都
市
の
そ
れ
に
比
較
す
る
に
、

共
他
二
四
・
五
百
匹
、

物
口
問
販
責
業
者

接
客
業
者
六
二
・
-
%
、

八
-
一
二
%
、
補
助
業
者
五
・
九
汚
を
示
し
、
市
小
都
市
に
比
し
そ
の
順
位
は
全
く
同
じ
で
あ
る
が
、
併
し
そ
の
比
率
は
著
し
く
相
蓮
し

て
ゐ
る
。
印
ち
疫
客
業
者
は
著
し
く
多
〈
、
住
宅
そ
の
他
の
も
の
も
物
口
問
販
要
業
者
も
補
助
業
者
も
著
し
く
少
い
。
之
を
仮
り
に
前

活
の
二
種
類
に
分
つ
な
ら
ば
、
補
助
的
要
素
は
七

0
・
四
%
と
友
り
、
中
小
都
市
の
五
三
了
一
%
に
比
し
著
し
ぐ
高
率
で
あ
る
。

突
に
商
底
得
他
業
者
を
更
に
細
別
し
て
十
六
類
三
十
四
業
別
と
な
し
.
各
種
他
業
者
の
内
濯
を
示
せ
ば
第
十
表
の
如
く
た
る
。

第
十
表
に
よ
り
て
見
れ
ば
、
最
も
多
数
の
接
客
業
者
の
中
に
て
多
数
を
占
め
る
も
の
は
、

理
髪
府
ご
六
・
五
%
)
、
和
食
底
戸

四
%
)
、
う
ど
ん
や
(
コ
了
二
三
、
放
館
(
一
0
・
0
%
)
等
?
あ
る
。
之
を
大
都
市
の
場
合
と
比
較
す
る
山
、
和
食
底
(
一
七
・
四
%
)
、
喫
茶

民
ご
六
・
九
%
)
、
理
髪
后
(
一
0
・
五
%
)
、
う
ど
ん
や
(
一
0
・
二
%
)
と
な
り
、

と
の
相
違
は
大
都
市
の
特
徴
を
現
は
し
て
ゐ
る
。

中
小
都
市
に
お
け
る
商
唐
街
の
構
成

第

腕

第
四
十
八
巻
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P. 74・
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物
品
販
富
良
業
者
の
う
ち
重
要
の
地
位
を
占
め
る
も
の
は
、

小
規
模
百
貨
応

卸
買
業
(
八
0
・
二
%
)
、
中
規
模
百
貨
居
(
四
・
四
%
)
、

会
一
・
=
-
V
A
)
で
る
り
、
大
都
市
に
あ
っ
て
は
卸
責
業
(
附
九
・
二
%
)
、

連
鎖
民
(
八
・
一
%
)
、
小
規
模
百
貨
底

(
七
・
六
%
)
、
大
規
模
百
貨
庇
(
七
・
一
戸
町
C
等
で
る
る
か
ら
、

小
賀
市
場
ご
一
ェ
・
一
芝
、

こ
L

に
も
大
都
市
的
た
特
徴
を
示
し
て
ゐ
る
。

市
引
に
補
助
業
者
の
う
ち
主
要
の
も
の
は
、
銀
行
(
=
5
・
九
%
)
、
法
詮
(
二
八
・
二
ご
、
保
険
(
一
五
・
一
一
一
と
で
あ
り
、
之
を
大
都
市
在
一

比
較
す
れ
ば
、
銀
行
(
五
八
・
六
%
)
、
そ
の
他
の
金
融
業
者
(
一
一
一
一
・
一
と
、
保
険
(
九
・
=
一
三
、
運
送
〈
セ
・
九
V
乙
で
あ
る
。

最
後
に
、
住
宅
そ

ω他
の
他
誌
4

刊
の
う
ち
で
は
、
川
公
家
(
一
一
一

o
u
O
O
G
、
住
宅
竺
二
・
五
o
二
、
密
航

(-c・
二
と
、
事
務
所
こ

0
・ニ

と
を
主
裂
の
も
の
と
す
る
が
、
大
都
市
に
あ
っ
て
も
、
空
家
竺
二
・
凶
芝
、
住
宅
(
二

co
二
%
)
、
事
務
所
(
一
二
・
子
二
、
醤
院
(

九
九
〉
で
る
つ

4

て、

そ
の
問
に
は
若
し
き
桐
准
争
一
川
山
口
ぬ
滞
い
。

要
す
る
に
中
小
都
市
の
商
日
何
で
は
、

会
韓
と
し
て
約
ご
一
刻
の
他
業
者
を
包
含
し
て
ゐ
る
が
、

こ
の
う
ち
約
四
割
の
接
客
業
者
、

三
割
五
分
の
住
宅
・
容
円
余
等
宏
合
み
、
大
都
市
に
比
し
て
は
、
会
開
と
し
て
の
他
業
者
は
粉
々
多
く
、
そ
の
中
で
は
接
客
業
者
の
比

率
は
著
し
く
タ
く
、
そ
の
他
の
他
業
者
は
比
較
的
に
高
率
で
あ
る
。

-晶司，、

中
小
都
市
商
底
街
の
特
質

人
口
三
寓
人
以
上
を
有
す
る
吾
闘
の
中
小
都
市
七
十
八
に
含
ま
る
ミ
商
庄
街
二
百
二
十
七
に
つ
い
て
、
特
に
そ
の
小
寅
庇
を
中
心

に
観
察
し
た
結
果
は
以
上
の
如
く
で
あ
る
。
個
々
の
黙
に
つ
い
で
は
、
そ
の
都
度
こ
れ
を
大
都
市
の
そ
れ
と
比
較
し
つ
ヘ
用
者
の

特
異
性
と
一
般
性
と
を
明
ら
か
に
せ
ん
と
努
め
て
来
た
が
、
最
後
に
結
論
と
し
て
、
特
に
草
要
と
忠
は
る
L

諸
結
を
指
摘
し
て
、
中

中
小
都
市
に
お
け
る
尚
底
街
の
構
成

= 

ヨ王

第

銃
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四
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八
巻
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中
小
都
市
に
お
け
る
肉
庖
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

r~1 

告書

量主

z 

"、

小
都
市
商
庄
得
の
特
異
性
を
明
ら
か
に
し
た
い
ん
」
忠
ふ
。

間
よ
り
此
の
調
脊
一
は
決
し
て
完
全
な
も
の
で
は
な
い
。
向
治
よ
そ
五
十
の
同
じ
都
市
が
此
の
調
査
か
ら
脱
洩
し
て
ゐ
る
の
み
た
ら

十
、
或
は
巌
密
に
は
市
同
居
街
と
羽
山
む
ぺ
か
ら
宮
る
も
の
、
ま
た
は
認
む
べ
か
ら
宮
る
部
分
を
も
合
む
か
も
知
れ
や
、
或
は
商
応
街
と

認
む
ぺ
き
も
の
に
し
て
脱
洩
し

τ
ゐ
る
も
の
も
無
い
と
は
一
-
一
口
へ
な
い
。

と
と
に
之
は
昭
如
卜
年
十
二
月
十
日
現
症
の
凋
賓
で
あ
る
か

ら
、
今
日
か
ら
見
れ
ば
、
そ
の
後
の
旋
化
と
と
に
日
文
事
療
に
よ
る
影
響
の
如
き
を
知
る
と
と
は
出
来
な
い
。

か
く
の
如
く
極
め
て

日
同
町
日
』
勺

J
Z
H
W
K
1ト
1
1
i
c
t
-う
7
0

、h
、

H
L一人!日
1
1
w
y
}
-
Z
少々

1
ト
ド

4
d
J
i
t

ん

i
f
-
-
守
土
h
d
Hよ

E
F
-
-
1
J
戸
戸
、

i
F
1
L
]
1
ノ

ド

i
U
F

↑ド
M
L
U

一κ
k
u
r
1
5
〆

戸

t

ホ虫

r
コ
宜
よ
ド
コ

3
T矛
手

y
t
'
H
3
:
Z
I
-
-
、
=o

f
L
J
R
島
メ
陀

S
F一耳
1
4明

F
を
j
y
q
と
'
J
h

拍
は
い
迅
斗
芦

>1..-1 
市|

lこ
:王正

之・

の
興
味
を
惹
く
賠
は
、
さ
き
に
も
指
摘
し
た
る
が
如
く
、
種
々
の
例
外
的
事
例
を
も
包
含
し
て
ゐ
る
に
拘
ら
中
、
命
そ
と
に
は
中
小

都
市
商
応
街
に
共
通
す
る
多
く
の
一
般
的
た
る
も
の
を
務
見
し
う
る
駄
に
あ
る
。
人
或
は
疑
っ
て
斯
く
の
如
く
全
図
的
怠
る
種
々
雑

多
の
商
庇
得
を
呼
せ
集
め
て
、
之
を
統
計
的
に
調
査
し
た
り
と
て
、
何
ご
と
を
か
患
で
ぴ
う
る
と
一
一
日
ふ
も
の
あ
ら
ば
、
何
よ
り
も
ま
づ

空
論
を
休
め
て
、
仔
細
に
本
論
の
結
果
を
吟
味
せ
よ
。
そ
と
に
は
恐
ら
く
論
者
の
全
く
知
り
得
友
か
っ
た
多
く
の
一
般
性
と
特
殊
性

と
を
愛
見
し
う
る
で
あ
ら
う
。

等
し
く
中
小
都
市
と
一
ゴ
ロ
ふ
も
、

そ
の
巾
に
は
人
口
三
高
人
の
小
都
市
か
ら
、

三
十
高
人
を
超
ゆ
る
中
都
市
ま
で
、
大
小
種
々
の
都

市
を
包
含
し
、
従
っ
て
そ
の
商
屈
街
も
ま
た
都
市
の
大
小
に
よ
り
て
、
そ
れ

F
Lの
特
異
性
を
有
す
る
で
あ
ら
う
と
は
、
普
通
忙
考

へ
ら
れ
る
所
で
あ
る
。
ま
た
寅
際
に
商
居
得
を
検
分
し
て
も
、
そ
の
外
見
も
内
容
も
著
し
く
相
違
は
し
て
ゐ
る
。

と
の
見
地
か
ら
五
口

々
は
前
惑
の
如
く
中
小
都
市
を
五
階
段
に
区
分
し
て
、

そ
れ
ん
¥
・
の
特
殊
性
を
焚
見
ぜ
ん
と
努
め
た
の
で
あ
る
が
、
併
し
吾
k

の
問

題
と
し
た
諸
賄
と
と
に
商
庄
街
の
構
成
に
闘
す
る
諸
問
題
に
つ
い
て
は
、
殆
ん
ど
そ
れ
ら
の
間
に
著
し
き
特
異
性
を
設
見
す
る
と
と



は
出
来
な
い
。
印
ち
中
小
都
市
の
商
底
街
は
、
都
市
の
大
小
に
拘
ら
や
、
大
惜
に
沿
い
て
極
め
て
多
く
の
共
通
性
を
有
し
、
従
っ
て

之
を
そ
の
一
般
性
に
沿
い
て
抱
握
す
る
と
と
が
出
来
る
。
た
ピ
人
口
二
十
寓
乃
至
三
十
寓
程
度
の
中
部
市
に
あ
っ
て
は
、
そ
の
中
の

中
心
商
自
得
の
み
を
採
れ
ば
、
恐
ら
く
多
く
の
特
異
性
を
我
見
ナ
ペ
く
、
も
す
ろ
大
都
市
商
庇
街
に
類
似
の
特
徴
を
有
す
る
か
も
知
れ

た
い
。
併
し
・
な
が
ら
そ
の
都
市
全
鑓
と
し
て
の
多
く
の
商
庄
市
吋
を
採
れ
ば
、

こ
の
特
徴
は
失
は
れ
て
、
率
ろ
小
都
市
商
底
得
と
共
通

の
特
質
を
現
は
し
て
来
る
わ
け
で
あ
る
。

中
小
都
市
そ
の
も
の
L

特
貨
を
、
商
居
街
の
見
地
よ
り
、
大
都
市
と
封
四
…
せ
し
め
て
考
ふ
る
こ
と
も
無
駄
で
は
な
い
。
岡
よ
り
各

都
市
は
そ
れ
ん
¥
に
そ
の
持
沫
性
を
有
す
る
と
と
も
否
定
で
き
な
い
が
、
中
小
路
市
が
た
部
市
に
到
比
し
て
一
般
的
な
る
特
徴
を
有

ず
る
と
と
も
疑
な
い
。

而
し
亡
中
小
都
市
古
川
怖
い
川
の
一
枚
的
た
る
仲
間
見
性
は
、

若
し
そ
れ
が
灯
り
と
せ
ば
、

根
本
的
に
は
か
L

る
中

小
都
市
平
」
川
げ
も
の
L
a

肝
針
か
ら
来
る
も
め
と
者
へ

μ
ば
な
ら
お
。

告
々
は
た
ピ
中
小
都
市
前
山
併
の
一
般
性
ま
た
は
特
殊
性
を
指
摘

す
る
に
止
ま
ら
や
、
更
に
進
ん
で
之
を
そ
の
都
市
そ
の
も
の
か
ら
説
明
ま
た
は
域
解
す
べ
〈
以
内
め
ね
ば
友
ら
な
い
。

第
一
に
.
商
府
何
の
外
見
的
形
態
に
た
い
て
注
意
ず
ぺ
き
貼
を
列
拘
帯
す
れ
ば
、

そ
の
六
割
五
分
ま
で
は
都
市
の
中
央
部
に
位
置
し

平
均
的
に
三
町
左
い
し
四
町
の
延
長
と
町
一
間
な
い
し
五
聞
の
幅
員
を
有
し
、

そ
の
九
割
ま
で
は
路
両
舗
装
を
布
し
、

八
割
五
分
ま
で

は
人
道
・
車
道
の
区
別
な
く
、
九
割
近
く
は
電
車
を
泌
ぜ
十
、
六
割
近
ぐ
は
バ
ス
を
通
じ
、
八
割
ま
で
は
車
輔
泊
行
を
禁
止
し
て
ゐ

な
い
。
是
等
は
一
々
説
明
す
る
ま
で
も
た
く
、
中
小
都
市
そ
の
も
の
t
h

特
質
よ
り
来
る
結
の
多
い
こ
と
は
言
ふ
ま
で
も
な
い
。

第
二
に
、
商
杓
何
に
会
け
る
小
寅
屈
の
絶
針
教
は
、
多
き
も
の
は
三
百
席
な
い
し
四
百
山
よ
り
成
り
、
少
き
も
の
は
二
十
庇
内
外

よ
り
成
っ
て
、

そ
の
聞
に
著
し
き
相
違
は
る
る
が
、
併
し
一
商
庇
得
平
均
の
官
術
放
に
は
た
差
た
く
、
大
館
は
八
十
五
府
内
外
よ
り

成
っ
て
ゐ
る
。
之
に
別
し
て
小
高
町
民
以
外
の
介
校
教
は
、
卒
均
的
に
三
十
五
内
外
で
あ
り
、
同
者
を
合
し
て
約
白
二
十
を
も
っ
て
商

底
得
を
構
成
し
て
ゐ
る
。
大
都
市
に
沿
い
て
も
、
小
古
賀
応
の
最
多
数
に
は
犬
差
は
友
い
が
、
最
少
数
は
著
し
〈
多
数
と
友
り
、
卒
均

中
小
都
市
に
お
け
る
前
陪
街
の
構
成

第
凶
十
八
巻

五

第

畳E

七



中
小
都
市
に
お
げ
る
商
府
街
の
構
成

第
四
十
八
巻

一=一六

第

競

i¥. 

数
は
中
小
都
市
の
二
倍
近
く
の
百
五
十
四
民
を
示
し
て
ゐ
る
。
犬
」
都
市
の
他
業
者
は
平
均
五
十
よ
り
成
り
、
雨
者
を
合
し
て
約
三
百

を
も
っ
て
構
成
さ
れ
て
ゐ
る
。

こ
a
A

に
も
都
市
そ
の
も
の
L
特
徴
が
現
は
れ
て
ゐ
る
。

第
=
一
に
、
小
一
買
応
の
相
到
数
す
左
は
ち
商
同
街
小
寅
応
の
鰭
度
は
、
約
七
割
を
普
通
と
す
る
。
従
っ
て
約
三
割
の
他
業
者
を
包
含

し
て
ゐ
る
わ
け
で
あ
る
。
然
る
に
大
都
市
に
長
い
て
は
‘
約
七
割
六
分
の
小
貫
民
統
度
を
一
示
し
和
島
高
率
で
あ
る
。

第
四
に
、
商
府
得
小
費
代
の
肉
口
問
別
梢
成
を
見
る
に
、
約
三
割
五
分
の
衣
料
品
、
二
割
四
分
の
食
料
品
、
二
割
て
分
の
文
化
品
よ

り
成
り
、

二
者
に
で
全
障
の
約
八
割
を
占
め
て
ゐ
る
。

外
に
一
二
%
近
く
の
生
産
用
品
、

一
%
に
足
り
な
い
燃
料
品
そ
の
他
を
有
す

.る

然
::;' 
;;'J 

有l1

あ
.-..) 

そ
の
川
伏
b
i
m引
に
し
て
よ
料
品
ム
ヌ
化
日
川
e

食
料
品
i
L
K
U
、
札
ペ〉
:1<. 
料
口

口"
lz 
[f!l 
告IJ

針-
(7) 

ftu 
fド

を
示
し
て
ゐ
る
。
創
ち
巾
小
都
市
の
特
徴
は
、
衣
料
品
に
少
く
食
料
品
に
多
く
、
文
化
口
問
の
順
位
は
落
ち
る
が
、

そ
の
比
率
に
は
大

差
な
い
。
ま
た
生
産
用
品
の
中
小
都
市
に
多
き
こ
と
も
常
然
で
あ
る

D

第
五
に
、
最
も
興
味
ふ
か
き
事
責
は
、
各
種
商
品
を
取
扱
ふ
小
官
民
府
の
構
成
が
、
中
小
都
市
に
於
て
も
殆
ん
ど
大
都
市
に
公
け
る

と
相
違
友
き
貼
に
あ
る
。
例
へ
ば
食
料
品
種
に
岡
崎
ず
る
小
資
庖
は
、
中
小
都
市
で
は
和
洋
菓
子
三

0
・
五
%
、
果
物
八
二
%
、
和
洋

酒
七
・
八
%
を
順
位
と
す
る
が
、
大
都
市
に
お
い
て
も
ま
た
和
洋
菓
子
三
三
・
O
%
、
果
物
八
・
一
%
、
和
洋
酒
七
・
三
%
と
た
っ
て
、

そ
の
順
位
も
比
率
も
殆
ん
ど
一
致
し
て
ゐ
る
。

第
六
に
、
商
府
得
の
他
業
者
の
構
成
で
は
、
中
小
都
市
に
沿
け
る
補
助
的
要
素
五
割
五
分
に
針
し
、
大
都
市
に
む
い
て
は
約
七
割

を
占
め
て
ゐ
る
か
ら
、
商
府
街
に
む
け
る
阻
害
的
要
素
は
、
営
然
に
も
中
小
都
市
に
ゐ
い
て
遥
か
に
大
で
あ
る
。
而
し
て
そ
の
内
部

構
成
は
小
買
応
の
場
合
と
異
り
、
多
分
に
中
小
都
市
の
特
徴
を
示
し
て
ゐ
る
。

本
論
に
沿
い
て
は
、
た
ピ
あ
る
が
ま
L

の
事
貧
を
事
賓
と
し
て
観
察
し
た
に
過
ぎ
な
い
じ
之
に
謝
し
て
施
す
べ
き
政
策
と
と
に
商

底
待
更
生
策
に
つ
い
て
は
、
別
の
機
舎
に
ゆ
づ
る
こ
と
L
す
る
。


